
                                      

        

お 知 ら せ 
記者発表資料 令和３年６月２９日 

 

■同時発表先 

合同庁舎記者クラブ、鳥取県政記者会、島根県政記者会、岡山県政記者

クラブ、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、山口県政記者クラブ、

山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間の 

利用者を募集します。 

～ 今年も河川空間の利用者を大募集 ～ 

 
○募集スケジュール等 

 ・応募締切      7 月 30 日， 8 月 31 日，9 月 30 日，10 月 29 日，

11 月 30 日，12 月 24 日  （計 6 回） 

 ・選定通知     応募締め切り日から概ね 1 ヶ月程度 

 ・利用期間     許可の日から標準 1 年間（1 年未満の利用応募を

妨げない） 

 

○募集する利用用途は，「地域住民の福利厚生のための利用」「地域防災

活動のための利用」「河川空間を活用したまちづくり又は地域づくりの

ための利用」「河川に関する教育及び学習又は環境意識の啓発のための

利用」「住民の生活又は事業のために必要な利用」を想定しており，最

も公益性の高いと判断した利用者を選定します。 

選定した者に河川空間を活用して頂くと共に，利用に伴う定期的な清

掃活動や採草作業などにより再繁茂抑制も図ろうとするものです。 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

  中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間） 

                         やなぎだ   としのぶ  

 （担 当）河川部 河川管理課長   柳田 敏信 （内線3751） 
                                      さとう     ひろし  

          河川保全専門官  佐藤  寛  （内線3752） 
                    

中国地方整備局が実施している河川内の樹木伐採により，新たに多くのオープ

ンスペースが創出されます。創出されたスペースを活用し，河川への親しみや魅力的

な地域づくりに繋げるため，利用可能な河川空間を広く地域の方々にお知らせし,新た

な利用ニーズを掘り起こすと共に，樹木の再繁茂対策にも役立てるため,試行するもの

です。 
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樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用の募集の公示 

令和３年７月１日 

 

鳥取河川国道事務所長 

倉吉河川国道事務所長 

日野川河川事務所長 

出雲河川事務所長 

浜田河川国道事務所長 

岡山河川事務所長 

福山河川国道事務所長 

三次河川国道事務所長 

太田川河川事務所長 

山口河川国道事務所長 

 

次のとおり，「樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用」を募集します。 

 

１．公募の名称 

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用公募 

 

２．公募の内容 

中国地方整備局が実施している河川内の樹木伐採により，新たに多くのオープンスペースが

創出されます。創出されたスペースを活用し，河川への親しみや魅力的な地域づくりに繋げるた

め，利用可能な河川空間を広く地域の方々にお知らせし,新たな利用ニーズを掘り起こすと共に，

樹木の再繁茂対策にも役立てるものです。 

樹木の再繁茂抑制に資する利用として河川敷地の「地域住民の福利厚生のための利用」，

「地域防災活動のための利用」，「河川空間を活用したまちづくり又は地域づくりのための利用」，

「河川に関する教育及び学習又は環境意識の啓発のための利用」，「住民の生活又は事業のた

めに必要な利用」を募集します。 

※ 詳細は公募説明書のとおり 

 

３．公募する河川空間利用の期間 

河川利用についての許可の日（令和３年８月以降）から１年間を標準とする（１年未満の利用

に関する応募を妨げない）。 

 

４．公募する河川空間利用の場所 

中国地方の１級水系（千代川，天神川，日野川，斐伊川，江の川，高津川，吉井川，旭川， 

高梁川，芦田川，太田川，佐波川）の国管理区間の一部（詳細は公募説明書のとおり） 
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５．公募に参加可能な主体 

公募に参加できる者は，次の各号に掲げるものとします。 

ただし，「過去３年間に許可（河川法（昭和３９年法律第１６７号）第２０条（河川管理者以外の

者の施行する工事等）に係る承認，第２４条（土地の占用の許可），第２５条（土石等の採取の許

可），第２６条（工作物の新築等の許可），第２７条（土地の掘削等の許可））を受けた者のうち著し

く不誠実な行為のあった者」，「公募期間中において，予算決算及び会計令（昭和２２年勅令第１

６５号）第７０条又は第７１条の規定に該当するとして，指名停止等を受けている者」，「公募期間

中において，会社更生法に基づき公正手続開始の申立てがなされている者」，「公募期間中にお

いて，民事再生法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者」，「直近１年間の税を滞納

している者」，「警察当局から，暴力団員が実質的に経営を支配する業者又はこれに準ずるもの

として国土交通省発注工事等からの排除要請があり，当該状態が継続している者」は公募に参

加できません。 

 

一 国又は地方公共団体（道路管理者，都市公園管理者，下水道管理者，港湾管理者，漁港管

理者，水防管理者，地方公営企業等である場合を含む。）  

 

二 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構，独立行政法人都市再生機構，地方公社

等の特別な法律に基づき設立された法人 

 

三 鉄道事業者，水上公共交通を担う旅客航路事業者，ガス事業者，水道事業者，電気事業者，

電気通信事業者その他の国又は地方公共団体の許認可等を受けて公益性のある事業又は

活動を行う者  

 

四 水防団体，公益法人その他これらに準ずる者 

  

五 都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第４条第７項に規定する市街地開発事業を行う者又

は当該事業と一体となって行う関連事業に係る施設（以下「市街地開発事業関連施設」とい

う。）の整備を行う者 

  

六 河川管理者、地方公共団体等で構成する河川水面の利用調整に関する協議会等において、

河川水面の利用の向上及び適正化に資すると認められた船舶係留施設等の整備を行う者  

 

七 河川空間を利用することが必要やむを得ないと認められる住民，事業者等 
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６．応募手続き等 

① 応募に必要な書類 

公募説明書に添付の応募様式に必要事項を記入のうえ,郵送,FAX,電子メールいずれかによ

り，応募書類送付先へ送付して下さい。 

 

② 応募締め切り 

第一回：令和３年 ７月３０日（金）１６：００まで 

第二回：令和３年 ８月３１日（火）１６：００まで 

第三回：令和３年 ９月３０日（木）１６：００まで 

第四回：令和３年１０月２９日（金）１６：００まで 

第五回：令和３年１１月３０日（火）１６：００まで 

第六回：令和３年１２月２４日（金）１６：００まで 

 

③ 受付時間 

９：００～１６：００（土曜日，日曜日及び祝日を除く毎日） 

 

④ 応募書類送付先・問い合わせ先（応募書類の受付及び問合せ窓口の委託会社） 

（株）荒谷建設コンサルタント 河川部 河川空間利用公募受付窓口 

住 所  〒730-0831 広島市中区江波西 1 丁目 25-5 

メール  kasen@aratani.co.jp 

電 話  (082)234-5665 

F A X  (082)296-5481 

なお、問合せの内容によって，別途河川管理担当より回答するため，時間をいただく場合が

あります。 

 

７．河川法の許可等手続 

河川法第２４条（土地の占用の許可）の許可を受けるとともに、利用の形態によっては，別途河

川法第２０条（河川管理者以外の者の施行する工事等）に係る承認，第２５条（土石等の採取の

許可），第２６条（工作物の新築等の許可），第２７条（土地の掘削等の許可）に係る許可等を必

要とする場合があります。 

選定した後，手続きの方法等について，別途説明します。 

 

８．利用者の選定方法 

送付された応募書類を基に，公募に参加可能な主体及び公募する利用形態の条件を満足し

ていると判断したもののうち，河川管理への支障が無く，樹木の再繁茂抑制効果が最も高いと判

断した者を選定します。なお，選定にあたり樹木の再繁茂抑制効果が同程度と判断した者が競

合した場合には，抽選により選定する場合があります。また，利用形態に応じた，河川法に基づ

き必要となる承認や許可が得られない場合は選定を取消します。 

また，選定にあたって，必要な追加情報収集あるいは履行の確実性の確認等のために，応募

者にヒアリングを実施する場合があります。ヒアリングの求めに応じていただけない場合は選定

しません。 
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応募後又は選定後に辞退される場合には，書面により辞退の旨を提出ください。なお，選定通

知後に辞退者が生じた場合には，同一募集箇所の他の応募者から繰り上げ選定する場合があ

ります。 

利用者が決定した場合には，次回以降の募集対象から除外します。 

 

９．その他 

① 応募手続きにおいて使用する言語は日本語に限ります。 

② 関連情報を入手するための照会窓口は，「６．手続き等 ④応募書類送付先・問い合わせ

先」に同じとします。 

③ 応募に要する費用は，応募者側の負担とします。 

④ 提出された応募書類は，当該応募者に無断で他の目的への使用は行いません。 

⑤ 応募書類に虚偽の記載を行った場合は，当該応募を無効とします。 

⑥ その他の詳細は公募説明書のとおりです。 

 

 

以上  

4



樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用公募説明書 
 

１．公募に参加可能な主体 

公募に参加できる者は，次の各号に掲げるものとします。 

ただし，「過去３年間に許可（河川法第２０条（河川管理者以外の者の施行する工事等）に係る

承認，第２４条（土地の占用の許可），第２５条（土石等の採取の許可），第２６条（工作物の新築

等の許可），第２７条（土地の掘削等の許可））を受けた者のうち著しく不誠実な行為のあった者」，

「公募期間中において，予算決算及び会計令第７０条又は第７１条の規定に該当するとして，指

名停止等を受けている者」，「公募期間中において，会社更生法に基づき公正手続開始の申立

てがなされている者」，「民事再生法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者」，「直近

１年間の税を滞納している者」，「警察当局から，暴力団員が実質的に経営を支配する業者又は

これに準ずるものとして国土交通省発注工事等からの排除要請があり，当該状態が継続してい

る者」は公募に参加できません。 

 

一 国又は地方公共団体（道路管理者，都市公園管理者，下水道管理者，港湾管理者，漁港管

理者，水防管理者，地方公営企業等である場合を含む。）  

 

二 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構，独立行政法人都市再生機構，地方公社

等の特別な法律に基づき設立された法人 

 

三 鉄道事業者，水上公共交通を担う旅客航路事業者，ガス事業者，水道事業者，電気事業者，

電気通信事業者その他の国又は地方公共団体の許認可等を受けて公益性のある事業又は

活動を行う者  

 

四 水防団体，公益法人その他これらに準ずる者 

  

五 都市計画法第４条第７項に規定する市街地開発事業を行う者又は当該事業と一体となって

行う関連事業に係る施設（以下「市街地開発事業関連施設」という。）の整備を行う者 

  

六 河川管理者、地方公共団体等で構成する河川水面の利用調整に関する協議会等において、

河川水面の利用の向上及び適正化に資すると認められた船舶係留施設等の整備を行う者  

 

七 河川空間を利用することが必要やむを得ないと認められる住民，事業者等 
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２．応募手続き等 

① 応募に必要な書類 

別添応募様式に必要事項を記入のうえ,郵送,FAX,電子メールいずれかにより，応募書類送

付先へ送付して下さい。 

 

② 応募締め切り 

第一回：令和３年 ７月３０日（金）１６：００まで 

第二回：令和３年 ８月３１日（火）１６：００まで 

第三回：令和３年 ９月３０日（木）１６：００まで 

第四回：令和３年１０月２９日（金）１６：００まで 

第五回：令和３年１１月３０日（火）１６：００まで 

第六回：令和３年１２月２４日（金）１６：００まで 

 

③ 受付時間 

９：００～１６：００（土曜日，日曜日及び祝日を除く毎日） 

 

④ 応募書類送付先・問い合わせ先（応募書類の受付及び問合せ窓口の委託会社） 

（株）荒谷建設コンサルタント 河川部 河川空間利用公募受付窓口 

住 所  〒730-0831 広島市中区江波西 1 丁目 25-5 

メール  kasen@aratani.co.jp 

電 話  (082)234-5665 

F A X  (082)296-5481 

 なお、問合せの内容によっては，別途河川管理担当より回答するため，時間をいただく場合が

あります。 

 

 

３．利用者の選定方法 

受理した応募書類の内容を基に，公募に参加可能な主体及び公募する利用形態の条件を満

足していると判断したもののうち，河川管理への支障が無く，樹木の再繁茂抑制効果が最も高い

と判断した者を選定します。なお，選定にあたり樹木の再繁茂抑制効果が同程度と判断した者が

競合した場合には，抽選により選定する場合があります。 

また，利用形態に応じた，河川法に基づき必要となる承認や許可が得られない場合は選定を

取り消します。 

また，選定にあたって，必要な追加情報収集あるいは履行の確実性の確認等のために，応募

者にヒアリングを実施する場合があります。ヒアリングの求めに応じていただけない場合は選定

しません。 

応募後又は選定後に辞退される場合には，書面によって辞退の旨を提出ください。なお，選

定・非選定通知後に辞退者が生じた場合には，同一募集箇所の非選定者から繰り上げ選定し，

次回応募締め切り日までに通知する場合があります。 
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４．選定結果の通知 

選定結果については，応募者へ電子メール又は郵送等によって通知します。 

 

 

５．利用区域と利用条件等の情報 

別添図面（利用公募箇所）のとおり 

 

 

６．公募する利用の形態 

 以下のいずれかに該当するもののうち樹木の再繁茂抑制効果が期待される利用を対象としま

す。 

一 地域住民の福利厚生のための利用 

 ・公園、緑地又は広場  

 ・運動場等のスポーツ広場  

 ・キャンプ場等のレクリエーション広場 

・バーベキュー場 

・公園に併設されるドッグラン など 

 

 二 地域防災活動のための利用 

 ・地域防災活動のための訓練場 など  

 

三 河川空間を活用したまちづくり又は地域づくりのための利用 

・花壇  など 

 

四 河川に関する教育及び学習又は環境意識の啓発のための利用 

・河川教育・学習広場 

・自然観察広場  など 

 

 五 住民の生活又は事業のために必要な利用 

   ・採草放牧地  など 

      

 

７．河川法の承認，許可に際し付す条件 

選定後，利用形態に応じて必要な手続き及び承認，許可に際して付す条件を河川管理者から

提示します。 

予め，利用形態に応じた条件等の確認を希望する場合は，「２．応募手続き等 ④応募書類送

付先・問い合わせ先」を通じて照会下さい。 

 

 

7



８．公募する利用の期間 

河川利用についての許可の日から１年間を標準とする（１年未満の利用に関する応募を妨げ

ない）。 

 

 

９．利用にあたって実施すべき安全対策等 

① 利用にあたっては，事故の発生，第三者災害の防止に努め，事前に、近隣住民・関係団体

との調整を図ってください。 

② 排水樋門，堤防，護岸等の河川管理施設や他の管理者の施設を損傷させないように注意

し，破損した場合には河川管理者の指示に従い原形復旧して下さい。 

③ 利用箇所においては使用機材等の整理整頓に努めて下さい。 

④ ゴミ等を放置しないものとし，利用後の後片付け，清掃は入念に行い河川美化に努めて下

さい。 

 

 

１０．自損事故を起こした場合又は河川管理施設若しくは第三者に損害を与えた場

合の取扱い，及び河川管理者の指示による中止の扱い 

① 河川管理者は，利用者やその他の河川利用者の事故を未然に防止する観点から，必要に

応じて利用者に指導を行う場合があります。 

② 河川管理者は，利用者が河川空間を利用するにあたって，周辺地域住民に迷惑をかける

こと、又は周辺に生息する希少種に影響を及ぼすことの無いように，必要に応じて利用者に

指導を行う場合があります。 

③ 利用は，利用者の責任において行うものであるため，利用中の自損事故の処理，第三者

への加害に対する損害賠償等は，利用者の責任において行って下さい。 

また，第三者や河川管理施設等に損害を与えた場合には，利用者は速やかに担当する

河川の担当出張所等に通報し，適切に対応して下さい。 

なお，利用者が原因者である河川管理施設に対する損害については，河川法第１８条に

基づき，その原因者に復旧を求めるとともに，河川法第６７条に基づき当該原因者に対し，

復旧に要する費用負担を求めます。 

④ 利用者は，河川管理者から利用の停止の指示があった場合は，すぐに停止して下さい。な

お，停止に伴い必要となる費用は利用者の負担とします。 

 

 

１１．河川法の許可等手続 

河川法第２４条（土地の占用の許可）の許可を受けるとともに、利用の形態によっては，別途河

川法第２０条（河川管理者以外の者の施行する工事等）に係る承認，第２５条（土石等の採取の

許可），第２６条（工作物の新築等の許可），第２７条（土地の掘削等の許可）に係る許可等を必

要とする場合があります。選定した後，手続きの方法等について，別途説明します。 
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１２．利用時の占用料 

利用の形態によって河川法第２４条又は第２５条の許可を要する場合には，河川法第 

３２条第１項に基づき，各県が徴収する占用料等の対象となる場合があります。 

 

１３．問い合わせ先 

応募手続きに関する問い合わせは，「２．手続き等④応募書類送付先・問い合わせ先」にお願

いします。 

なお，「２．手続き等④応募書類送付先・問い合わせ先」では把握していない現地の状況等に

関する問合せ等については，各箇所の河川管理担当から折り返し回答する場合があります。 

 

水系名 各箇所の河川管理担当事務所 備 考 

千代川 鳥取河川国道事務所 河川管理課  

天神川 倉吉河川国道事務所 河川管理課  

日野川 日野川河川事務所 調査設計課  

斐伊川 出雲河川事務所 管理第一課  

高津川 浜田河川国道事務所 河川管理課  

吉井川 岡山河川事務所 管理課  

旭川 〃 〃  

高梁川 〃 〃  

芦田川 福山河川国道事務所 占用調整課  

江の川（上流） 三次河川国道事務所 河川管理課 広島県内 

太田川 太田川河川事務所 管理課  

佐波川 山口河川国道事務所 河川管理課  

 

 

１４．スケジュール 

選定結果の通知予定：応募締め切り日から概ね１ケ月前後 

河川法の申請：選定結果通知後に説明する内容に従い，必要な書類を提出下さい。 

許可書の発行：河川法の申請書受付後，概ね１ケ月前後を予定しています。 

利用が可能となる時期：河川利用についての許可の日以降 

なお，応募状況等により，スケジュールが前後する場合があります。また，選定通知後の辞

退により繰り上げ選定通知を行った場合等には，スケジュールが大幅に遅れる場合がありま

す。 
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１５．その他留意事項 

➀ 河川空間は洪水による増水等により浸水する場所であることに留意し利用形態を検討くだ

さい。 

➁ 土石等の採取や工作物の設置，樹木の植栽，土地の掘削等を伴う場合は，治水上又は利

水上の支障を生じないようにする必要があります。その際には、事前に利用形態に応じた河

川法に基づく承認や許可が必要になる場合があります。 

➂ 応募区画が応募者の認識している場所と一致しているか，また，公募時に提示した利用区

域の中から選んでいるかなど，地図又は図面等により正確に確認下さい。 

➃ 選定段階に，他の応募者と利用場所が競合した場合，河川管理者が，応募者の意向を確

認し利用場所の調整をする場合があります。 

⑤ 進入路など，利用にあたっての要望や条件がある場合には，応募時に付記下さい。要望

等に沿えない場合もありますが，河川管理上の必要性について判断し，河川管理者により

整備等を行う場合もあります。なお，利用にあたって付記された施設整備等の条件を，河川

管理者が実現できない場合には選定しません。 

⑥ 利用の形態などに疑義がある場合や利用の妥当性や実現性をヒアリングによっても判断

することができない場合には，選定しません。また，ヒアリング後，必要に応じて，利用範囲

や土石等の採取の位置や規模，設置する工作物の位置や構造，植栽する樹木の樹種や範

囲，土地の掘削の位置や規模が分かる図面等の提出を求める場合があります。 

 

 

以上  
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別添 応募様式 

令和  年  月  日 

中国地方整備局 

担当事務所長 殿  

＜応募者＞ 

氏      名：                        印 

住      所： 

電 話 番 号： 

F A X 番 号： 

電子メールアドレス（所有者のみ）： 

 

令和３年７月１日付けで公募された「樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用」について下記

のとおり応募します。 

なお、樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用公募の公示及び樹木の再繁茂抑制に資する

河川空間利用公募説明書について，内容を確認のうえ了承していることを申し添えます。 

 

記 

１．応募場所 

 

河 川 名 区画番号 区 画 名 

   

   

   

 

２．利用に関する計画 

利用予定期間：令和 年  月   日～令和 年  月  日（のうち  日間）を予定 

 

利用形態の分類：  ※該当する利用形態の分類に□にレ点か■を記入願います。 

□地域住民の福利厚生のための利用 

□地域防災活動のための利用 

□河川空間を活用したまちづくり又は地域づくりのための利用 

□河川に関する教育及び学習又は環境意識の啓発のための利用 

□住民の生活又は事業のために必要な利用 

※利用形態の分類は公募説明書（６．公募する利用の形態）を参照ください。 

 

利用方法： 
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例 1）採草機械を使用し河川敷の草を採草し搬出，●●組合内で●●の飼料等として利用

する。●●組合には，●者が加盟し約●●頭の●●などを飼育している。 

例 2）●●の練習場として河川敷を利用する。●●団体では、約●●名が在籍し●●程度の

頻度で練習等を実施する予定。利用にあたり，●●を目的に●●，▲▲を設置する予定。 

※利用形態や利用者の範囲，利用者の規模などを踏まえできるだけ具体的に記載ください。 

  また，利用に当たり工作物の設置や樹木の植栽，土石や樹木等の採取，土地の掘削等

を伴う場合はその内容を記載ください。 

 

樹木の再繁茂抑制方法： 

例 1）採草牧草地として年●回程度採草することで，樹木の繁茂の抑制に繋がる。 

例 2）●●広場として利用するに当たり，年●回程度広場の整備を行うことで，樹木の繁茂抑

制に繋がる。 

例 3）●●として利用するに当たり，年●回程度除草を行うことで，樹木の繁茂抑制に繋がる。 

※樹木の繁茂抑制に資する利用や利用のための準備作業について，内容，頻度等を踏ま

えできるだけ具体的に記載ください。 

 

３．参加に必要な条件の適合 

※ 該当する項目の□に、レ点か■を記入願います。 

□ 以下のいずれにも該当しない 

□ 以下のいずれかに該当している 

・ 過去３年間に許可（河川法第２０条（河川管理者以外の者の施行する工事等）に係る承認，

第２４条（土地の占用の許可），第２５条（土石等の採取の許可），第２６条（工作物の新築

等の許可），第２７条（土地の掘削等の許可）））を受けた者のうち著しく不誠実な行為のあ

った者 

・ 公募期間中において，予算決算及び会計令第７０条又は第７１条の規定に該当するとして，

指名停止等を受けている者 

・ 公募期間中において，会社更生法に基づき公正手続開始の申立てがなされている者 

・ 公募期間中において，民事再生法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者 

・ 直近１年間の税を滞納している者 

・ 警察当局から，暴力団員が実質的に経営を支配する業者又はこれに準ずるものとして国土交

通省発注工事等からの排除要請があり，当該状態が継続している者 

 

４．利用にあたり河川管理者に要望する整備等 又は 利用にあたり河川管

理者に求める整備等の条件 

進入路など，利用にあたっての要望や条件がある場合には，その内容を記載下さい。 

要望等に沿えない場合もありますが，河川管理上の必要性について判断し，河川管理者

により整備等を行う場合もあります。 

なお，利用にあたって記載された条件を，河川管理者が実現できない場合には選定しま

せん。 
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鳥取県

兵庫県

岡山県

日本海

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜千代川＞

流域界

凡 例

直轄河川管理区間

千
代
川

鳥取市

八頭町

若桜町

殿ダム

湖山池

0k

5k

10k

20k

25k

15k

区画番号左1
(賀露)

区画番号左2
(南隈)

区画番号右1
(浜坂)

区画番号右2
(江津)

区画番号右3
(秋里)

区画番号左3
(安長)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名  河 川 名 区画番号 区 画 名 

千代川 左➀ 賀露  千代川 右➀ 浜坂 

    千代川 右➁ 江津 

◆その他，現場条件： 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，運動場，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。   

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

左➀ 

右➀ 

千代川 

進入路 進入路 

進入路 

◎ 

◎ 

 
１k 

◎ 

◎ 

２k 

40m×850m＝34,000m2 

50m×220m×1/2＝5,500m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名  河 川 名 区画番号 区 画 名 

千代川 左➁ 南隈  千代川 右➁ 江津 

千代川 左➂ 安長  千代川 右➂ 秋里 

◆その他，現場条件： 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，運動場，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

左➁ 

右➁（前図面から続き） 

上流 400m 

付近に進入路 

進入路 

進入路 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

45m×840m＝37,800m2 

40m×550m＝22,000m2 

30m×320m＝9,600m2 

30m×1,400m＝42,000m2 
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北栄町

三朝町

湯梨浜町

倉吉市

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜天神川＞

流域界

凡 例

直轄河川管理区間

日本海

鳥取県

区画番号右1
(小鴨川右岸1)

区画番号右2
(小鴨川右岸2)

区画番号右3
(小鴨川右岸3)

区画番号右4
(小鴨川右岸4)

区画番号右1
(天神川右岸1)

区画番号右2
(天神川右岸2)

区画番号右3
(天神川右岸3)

区画番号右4
(天神川右岸4)

区画番号右5
(天神川右岸5)

区画番号右6
(天神川右岸6)

区画番号右7
(天神川右岸7)

区画番号左1
(天神川左岸1)

区画番号左2
(天神川左岸2)

区画番号左3
(天神川左岸3)

区画番号左4
(天神川左岸4)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名  河 川 名 区画番号 区 画 名 

天神川 左 1 天神川左岸 1  天神川 右 1 天神川右岸 1 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：堤防からの坂路あり 

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。 

・利用想定：牧草採草地、運動場、河川教育、学習広場、自然観察場等 
 

 

 

 

天神川 

新
天
神
橋 

70m×1,320m=92,400m2 

70m×960m=67,200m2 

進入路 

進入路 

進入路 

日 

本 

海 

進入路 

1
k

2
k

0
k

右 1 

左 1 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名  河 川 名 区画番号 区 画 名 

天神川 左 2 天神川左岸 2  天神川 右 2 天神川右岸 2 

天神川 左 3 天神川左岸 3  天神川 右 3 天神川右岸 3 

天神川 左 4 天神川左岸 4  天神川 右 4 天神川右岸 4 

    天神川 右 5 天神川右岸 5 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：堤防からの坂路あり、近傍に住宅等あり 

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。 

・利用想定：牧草採草地、運動場、河川教育、学習広場、自然観察場等 
 

 

 

 

 

 

左 1 

左 3 

左 4 

右 3 右 4 

左 2 

右 5 右 2 

右 1 

天神川 

80m×240m=19,200m2 

80m×200m=16,000m2 
140m×360m=50,400m2 100m×410m=41,000m2 

85m×1,170m=99,450m2 

20m×750m=15,000m2 

1/2×50m×170m=4,250m2 

天
神
橋 

3
k 4
k 5
k大

塚
橋 

新
田
橋 

進入路 進入路 

進入路 

進入路 進入路 

進入路 

進入路 進入路 

進入路 
進入路 

進入路 

進入路 

18



 

別添図面（利用公募箇所）       

     区画番号 区 画 名 

    天神川 右 6 天神川右岸 6 

    天神川 右 7 天神川右岸 7 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：堤防からの坂路あり、近傍に住宅等あり 

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。 

・利用想定：牧草採草地、運動場、河川教育、学習広場、自然観察場等 

 
 

 
 

 

 

 

 

天神川 

天神川 小鴨川 

20m×670m=13,400m2 

1/2×30m×190m=2,850m2 

7k

8
k

倉
吉
大
橋 

竹
田
橋 

進入路 

進入路 

右 6 

右 7 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

天神川水系小鴨川 右 1 小鴨川右岸 1 

天神川水系小鴨川 右 2 小鴨川右岸 2 

天神川水系小鴨川 右 3 小鴨川右岸 3 

天神川水系小鴨川 右 4 小鴨川右岸 4 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：堤防からの坂路あり、近傍に住宅等あり 

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。 

利用想定：牧草採草地、運動場、河川教育、学習広場、自然観察場等 
 

 

 

 

 

 

小鴨川 

小鴨川 

国府川 

天

神

川 

40m×60m=2,400m2 
30m×370m=11,100m2 

20m×410m=8,200m2 

25m×950m=23,750m2 

巌
城
橋 

三
明
寺
橋 

出
口
橋 

進入路 

進入路 

進入路 

進入路 進入路 

0k

1
k

2k

3k

向
山
大
橋 

巌
城
橋
歩
道
橋 

右 1 

右 2 

右 3 
右 4 
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日本海

中海

島根県 鳥取県

米子市
西伯郡日吉津村

西伯郡伯耆町

西伯郡南部町

0k

4k

2k

6k

8k

10k

12k

14k

16k

0k

2k

4k

8k

6k

10k

中海

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜日野川＞

区画番号1
(米子市車尾地区)

区画番号2
(西伯郡伯耆町溝口地区)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

日 野 川 １ 米子市車尾地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：普通自動車の進入可能な堤防坂路が近傍にある（鍵付き車止め有り）。 

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：自然観察場などで自然に配慮した利用を想定 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

日 野 川 ２ 西伯郡伯耆町溝口地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：普通自動車の進入可能な堤防坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある。（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：自然観察場などで自然に配慮した利用を想定 

 

 

 

平均延長   平均幅 

 ３００ｍ × ３０ｍ ＝ ９，０００ｍ2 

１５．２ｋ 
１５．０ｋ 

１５．６ｋ 

１５．４ｋ 

進入路 

１５．８ｋ 
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志津見ダム

尾原ダム
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鳥取県出雲市

松江市

松江市

安来市

米子市

境港市

雲南市

飯南町

奥出雲町

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜斐伊川＞

区画番号1
(出雲市島村町)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

斐伊川 １ 島根県出雲市島村町 

◆その他，現場条件： 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，運動場，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。  

・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 
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樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜高津川＞

高
津
川

島根県

日本海

高津川派川

白上川

益田市

流域界

凡 例

直轄河川管理区間

0.0k

2.0k

4.0k

6.0k
8.0k

10.0k

12.0k

14.0k

津和野町

区画番号 1
(高津)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

高津川    １ 高津 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。（上下流側） 

   ・想定冠水頻度：平均年５回以上洪水により冠水する可能性がある。 

 

 

 

 

進入路 

進入路 

90m×800＝72,000m2 
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吉
井
川

金剛川

旭
川

百
間
川

岡山市

瀬戸内市

岡山市

和気町

3.8k
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5.0k

15.0k

10.0k

20.0k

25.0k

30.0k

備前市

児島湾

赤磐市

流域界

凡 例

直轄河川管理区間

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜吉井川＞

区画番号1
(福中)

区画番号2
(釣井)

区画番号4
(和気)

区画番号3
(坂根)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

吉井川 １ 福中 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：運動広場・多目的広場や憩いの広場・公園等 

 

吉井川 

9k 

9k 

進入路 

550m×50m＝27500m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

吉井川 ２ 釣井 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：運動広場・多目的広場や憩いの広場・公園等 

 

吉井川 

進入路 

300m×70m＝21000m2 

23k 

23k 

22k 

22k 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

吉井川 ３ 坂根 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

吉井川 ４ 和気 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

 

金
剛
川 
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流域界

凡 例

直轄河川管理区間

児島湾

旭
川

百
間
川

岡山市

瀬戸内市

赤磐市

17.4k

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜旭川＞

区画番号1
(玉柏)

区画番号2
(中原)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

旭川 １ 玉柏 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：運動広場・多目的広場や憩いの広場・公園等 

 

14k 

14k 

15k 

15k 

旭川 
進入路 

225m×25m＝5625m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

旭川 2 中原 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：運動広場・多目的広場や憩いの広場・公園等 

 

 

進入路 

14k 

14k 

15k 

15k 

旭川 

300m×25m＝7500m2 
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水島灘

小田川

総社市

倉敷市

井原市

矢掛町

浅口市笠岡市
0k0

8k
0

総社市

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜高梁川＞

流域界

直轄河川管理区間

区画番号４
(秦)

区画番号１
(清音)

区画番号３
(井尻野)

区画番号２
(秦)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

高梁川 １ 清音 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

 

高梁川 

50m×1,200m=約 60,000m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

高梁川  ２ 秦 

高梁川  ３ 井尻野 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

 

高梁川 

（区画番号 3）30m×700m=約 21,000m2 

◎20k000 

◎20k000 

高
梁
川
湛
井
合
同
堰 

（区画番号 2）80m×650m=約 52,000m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

高梁川 ４ 秦 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり，冠水頻度を保証するものではありません）。 

 

 

 

 

約 46m×約 450m=約 20,700m2 

◎22k000 

◎22k000 
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流域界

凡 例

直轄河川管理区間

芦
田
川

八田原ダム

芦田川河口堰

瀬戸内海

岡山県

福山市

府中市

尾道市

世羅町

10.0k

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜芦田川＞

広島県

区画番号1
(水呑地区)

区画番号2
(本庄地区)

区画番号4-1
(御幸地区)

区画番号7-2
(新市地区②)

区画番号8-1
(用土地区)

区画番号9
(土生地区)

区画番号3-1
(郷分地区①)

区画番号5
(駅家地区)

区画番号6-2
(芦田地区②)

区画番号3-2
(郷分地区②)

区画番号4-4,4-5
(郷分地区⑤⑥)

区画番号6-1
(芦田地区①)

区画番号7-1
(新市地区①)区画番号8-2

(高木地区)

区画番号7-3
(新市地区③)

区画番号4-2,4-3
(郷分地区③④)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川  １ 水吞地区  

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

  ・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川  2 本庄地区  

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山手橋 

JR 山陽本線 

JR 山陽新幹線 

芦
田

川
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川  3-1 郷分地区➀  

芦 田 川  3-2 郷分地区➁ 

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

  ・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

【3-2】 

【3-1】 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川  4-1 御幸地区   芦田川 4-4 郷分地区⑤ 

芦 田 川  4-2 郷分地区③ 芦田川 4-5 郷分地区⑥ 

芦田川  4-3 郷分地区④    

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

  ・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

 

 

 

 

【4-4】 
24.5m×30m=735m2 

進入路 

【4-1】 

【4-3】 
50m×17m=850m2 

【4-2】 
50m×15m=750m2 

【4-5】 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川 5 駅家地区   

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川 6-1 芦田地区➀   

芦 田 川 6-2 芦田地区➁  

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

 

     

 

 

 

 

 

【6-2】 

【6-1】 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川 7-1 新市地区➀   芦田川 7-3 新市地区③ 

芦 田 川 7-2 新市地区➁     

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

 

     

 

 

 

 

 

【7-2】 

【7-1】 

【7-3】 

30m×12.5m＝188m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川   8-1 用土地区  

芦 田 川   8-2 高木地区  

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定される利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

     

 

 

 

 

 

【8-2】 

【8-1】 

用土橋 

扇橋 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名  区画番号  区 画 名  

芦 田 川   9 土生地区  

◆その他，現場条件： 

・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。 

・想定冠水頻度：数年に１回程度洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

  ・想定利用方法：公園、運動場、自然観察場等  

 

 

 

 

 

府中大橋 

府中新橋 
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世羅町

118.0k

128.0k
133.0k

143.0k

153.0k

158.0k

163.0k

168.0k

樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜江の川（上流）＞

区画番号1
(日下地区)

区画番号2
(吉田地区)

区画番号3
(桂地区)

区画番号4
(十日市西地区)

区画番号5
(稲荷地区)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

江の川（上流） １ 日下地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：車が進入可能な坂路は近傍になし。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定。 

 

 

 

 

江の川 

◎ 

◎ 

約 30m×約 320m＝約 9,600m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

江の川（上流） ２ 吉田地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：普通車の進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定。 

 

 

 

 

進入路 

◎ 

◎ 

約 20m×約 520m＝約 10,400m2 

進入路 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

江の川（上流） ３ 桂地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：車が進入可能な坂路は近傍に無い。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定。 

 

 

 

国道５４号 至 三次市 広島市 至 

◎ 

◎ 

約 30m×約 180m＝約 5,400m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

江の川（上流）水系馬洗川 ４ 十日市西地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：車が進入可能な坂路が近傍に無い。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定。 

 

 

 

 

江
の
川 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

約 310m×約 15m＝約 4,650m2 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

江の川（上流）水系馬洗川 ５ 稲荷地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

   ・想定利用方法：緑地，牧草採草地，河川教育・学習広場，自然観察場，地域防災活動のための訓練場などで自然に配慮した利用を想定。 

 

 

 

 

進入路 

江
の
川 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

約 260m×約 45m＝約 11,700m2 
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樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜太田川＞

区画番号1
(中調子地区)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

太田川 １ 中調子地区 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。  

   ・想定冠水頻度：年平均３回程度以上洪水により冠水する可能性がある。 
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樹木の再繁茂抑制に資する河川空間利用
の募集 区画位置図 ＜佐波川＞

凡 例
直轄河川管理区間
流域界

区画番号1
(植松区画)

区画番号2
(新橋区画①)

区画番号3
(新橋区画②)

区画番号4
(矢筈区画)
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

佐波川 １ 植松区画 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：高水敷きには大型車の進入可能な坂路が近傍にある。中州への侵入は別途進入口が必要。高水敷きは一部防府市が占用し利用している。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：河川教育・学習広場、自然観察場 

 

 

佐波川 

4k000 

◎ 

3k000 

◎ 進入路 

進入路 

1,000×100=10,000m2 

◎ 

3k000 

◎ 

4k000 

4k800 

◎ 

◎ 

4k800 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

佐波川 ２ 新橋区画① 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：高水敷きには大型車の進入可能な坂路が近傍にある。中州への侵入は別途進入口が必要。高水敷きは一部防府市が占用して利用している。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：河川教育・学習広場、自然観察場。 

・近傍に山口県企業局取水口がある。 

 

 

佐波川 

5k000 

◎ 

進入路 

(800×200)×1/2 

=80,000m2 

進入路 

◎ 

5k000 

5k600 

◎ 

◎ 

5k600 

山口県企業局取水口 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

佐波川 ３ 新橋区画② 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：高水敷きには大型車の進入可能な坂路が近傍にある。中州への侵入は別途進入口が必要。高水敷きは一部防府市が占用し利用している。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：河川教育・学習広場、自然観察場 

 

 
佐波川 

8k000 

◎ 

600×100=60,000m2 

進入路 

進入路 

進入路 

進入路 

7k400 

◎ 

◎ 

7k400 
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別添図面（利用公募箇所）       

河 川 名 区画番号 区 画 名 

佐波川 ４ 矢筈区画 

◆その他，現場条件： 

   ・進入路の有無：大型車の進入可能な坂路が近傍にある。中州への侵入は別途進入口が必要。  

   ・想定冠水頻度：平均年３回程度以上洪水により冠水する可能性がある（参考であり、冠水頻度を保証するものではありません）。 

・想定利用方法：河川教育・学習広場、自然観察場。 

 

佐波川 

10k000 

◎ 

進入路 

3 次元測量成果より、 

約 12,000m2 
 

◎ 

10k000 

11k000 

◎ 

10k000 

◎ 

◎ 

11k000 

進入路 

3 次元測量成果から、約 12,000m2 
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